
林木生産工程の合理化に関する試験



1.は験担当者

熟｝打脳作夹部作菊涎1研究室:辻w；n"渡部庄三施•石^用溶

2•航験目的

答見心、ける個別技術の兒膜過玲に足じた生生工R!系列を作り,これらを現地にわいて檢討す 

ることKより、械值的に折技術閲毙忙よる・省力を推遂する!！!とを目的とする。

3.戈製の経過とえられた成果

t・試験の経送

卄呀序は昭和3 7年度能率業瑚国の方針のなかで、生陇プロセスの実?邮表が垂点的にと 

りあけることになった。これは各局にむける作業工队 作業方法の現況を分類してゆくととも 

K、一方従夾の人在力中心の作・斜こ代わって根域力の導入,あるいは涂草剤や希しい技膚の開 

巽が各伽に行なわれているのを整理して、椽準的な作某仕粗みと、作栾工程を迥定していくと 

いうものである。そして昭和3 7、3 8年度と渭充され、一応次の砌まで熱することがで 

g -

まづ国兩林で行なわれている卷材生龍の作業仕組を分B!して図ー1の野!型化を行なっている。 

a型が集・オ機を中心とした作業工程系列・ B型・がトラクタを中心とした作楽エ理系列»〇型カ； 

人力・南力を中心とした作業工程箔列である。

四一1のれ 1型を墓に各局上り援出された案を吟味し林野庁蟠県心、いて素材生蘇の基準エ 

.r系歹朦を作成したのか図ー 2である。図ー2の華準図に対して5§正な設例配除人員配聽、 

あ分工程の作細:、経費など、作樂手喙書の手観世とともに臭帰されるわけである。

暗;眼8年度から同じく旋宰業務計画で「造林機株作業実態渦苴耍展」によって造林が以 

關始されたのであるカ!,造朴機柚による作魇(1r祖の砌に止まった程底で、造林技街の休系に 

は及ばなかったので・る。

これは枷柵制3 9年度になると生逝事業における収益性を二段と上げるための款行方itが 

打出され、その中でコストダウンにあたって生産プロセスを改裨して哄くことはもちろん必要 

であるカ、それだけでは解決力t得られ市い。す左わら、生産部菜と造林㈱とに分けていると 

ころに問翎があり、この両方まー結にしたコストダウンを計るペきだということになった。こ 

れが連携作漿となって、理品、造林両刑樂の胳力休制が敷かれ,たのである。

われわれも工程のなかに個別行新しい技術を欧入れた担合の工程全体の流れ、その評定の方 

法を検肘するとともに、名技術に応じた生産工程の系列を作って行こうとした。

この研究を進める上で、林樂の技街と云われるものは何であろうか、呑理的な体系化とは何
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であろうか、ということの險あj撇され批したが、定疣と理筮えまでの 展Bはし 5、っ 

た。まづ炜業の技衍について、技術第は存在しても亜の技術の定かというものは、一節、:)街纟 

民間林ま地を除いてはないのでは左いか。枷宴の生衆现爲は社会的、物理的、C!然的M ・片 

の制約を甘受したがら、長涮にわたる尹/1であるといっことから•各々生醐地ビとに号 

った方法があるのは当然だし回T対条c利用した同一裂燈式をとらなければならな1へという建 

市もないゆしかしそれなりにほ世目的に期らした明胡な記述、 をいしはそれをしっかりほ3" 

た技為スクッフが現存するかして、技箱としての痢ないしは实混の足飾が記録で:*?るものに 

左っていなければなら左いC

林矣の生は何十年も»かろという長期でもり、必要胥期また岐阪經時期とし、〇らの::： 

社会持勢ならび底宫琪侣にxって不定であること、製品となる!では決まった工程をふまだけ 

ればならないというるきてもないことなどのため•上記でも阳れたが,记s虫や記はの血力司l# 
にうすれて、到えば1なの山を生函するのに、いつ、だれが、どのような方法で、どれだけぐ 

労働最と経費を投下して行&ったかという具体的皆ま;か国右林ではとくに少ないのである。

国宥林の林木生淫としての技綢体系が定落していない原因を［B中氏(TO中茂:国有林透林技 

街の展開とその考爲 北大泡綱V。12 2、№1、!9 6 2)は、造林技術史の血から収上 

げて次のように述べている」造林技術は林業睥の経営目的として具休化ナろのであって、光 

踰泯問お唆地・つ造駐技ほをみればこのことが叨睢てある。例えば吉軒林集と樽丸太、西川什 

業と足每丸大、小佝沐 飽.肥林業と弁用サなどのよ!)にY/林業が地方市埸と結ぴっいて遭品を 

生産し、その慈林技術の体系をラくり由てきた。これに対し国な林は、所布の性胳に求ら今 

ければならをいとしても、背林生産の沿:程田・ける址将え、下刈り、技打に関する記述は堂< 

欠けてお、if ^技術史上もとりたてて近ベるべき时想が見出せなかった◎ただ背苗技浦はず丽か 

ら実生苗、押木苗の義生へと進んているが、六体は民間における育苗・技術の狀承であり、間伐 

においても圈冇松としての独官た技il5の発展がみられなかったのである。これに反し 柚付忙 

関しては国有林如得のめやぐるしい変姓がみられたとしてい,ら。セして、なによりも围右林と 

民間枷E、ける造林技術の展Iかが相互に交わることが少たく、平行的に行われたことけ•定大な 

問咽であ司と甘及している。

1) 国有林製品生7並川業にわける労働生淫性の我状1巴演

代爽営林局の素村生寇にわける直営生産の昭和3 3年度実湛から、豹働生涣性としての 

人日/行を算出しクラフに表わすと図一 3になる。図中工程系列大分演A、B、0とは図ー 

!翟示した墓準による。本狩料はすべて皆伐作英で、トラック巡材に餐込む夜前决での診務
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図ー2 基準工程系列の一案

連材エ理

［全腿材！—運村工祠検碎伐倒—トラクタ堤材

A

小用果村斌强榭 B

トラクタ集材,

—|トラクタ集材|——榮鄒!］——冊・材エ膊
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|車酔伐倒—「トラクタ集树一佳雑窒材!—伍村エ国

佳松伐伟—rトラクタ

大副・

対!集材感集----1 全幹涸オ—•(煎材・工程

典工秘系列案

(弟2砲)

素打坐産の基準工為系列案(第1項位)

工 程 系 図

总造副—|大物W僅集町

标酮—「熠2輸オ機架州—「全幹詞—［灌材理| 

關—I全幹—…步材・エ型 

［］潞伐側!ーー 集材樓集村ーー［全枠造射］—がmエ神

A,、A•、％、七

A1 ' As • A〇

A» ' As * Aa

ら

七、ん、A, 、 A.
A,、 A. . A.

大型集材機染材一運材エEd

号

够

区分

"当たり栄 

次オ址区分 類形?

天然林 急 少 A 1

皆仪 中 A 1

多 A 1

中 少 B 1

中 B 1

多 A 1

後 少 B 1

中 B 1

多 B 1

天然林 急 少 B1

択 伐 中 A 1

多 A 1

中 少 3 1

中 B 1

多 A 1 A 3

後 少 B1

中 B 1

多 B 1
人工林 急 少 A 1
皆伐 中 A 1

多 A 1

中 少 B 1

中 B 1

多 A 1

擾 少 3 1

中 B 1

_多 B 1

トラクク集村

！伐木造以ー

全幹伐倒

ー伐木造材 ■ I
附造材——I

全幹伐倒 —

7小 取/

全怜造村～- 巡廿・エ寂I

Jffixst——:iwm;
酔f工程I

tたは

涵造用—— エ!

連材球

大 型
」返材:m

小 地

全幹伐倒 --------:ほ瑁集村槌衆材(一 全幹造村 — 迎寸工程

(注)1傾制区分の急は3 0。以上、中は3 0°未満2 0°以上、緩は2 0°未満とする〇

2ね当たり索材材積区分は、少は5 〇紀未滴、中は5 〇紀以上15 Q紀未洒、多ほ15 D紀以上とする。

5工租系列の類剧卻号は図ー1の死垣に上る〇

4人工林に類似した4催の天然林(一斉林状の林分)は人工林の方を適用する。
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-

働人工隸突部である。

マ柏上のパラッキの加は、むのむQ林招や作業地の集件、生達gの遂いによって起こる 

も9と思われ、 したがって各点の位置は惫味・をもちこれらか反映された工砌列の潼化が 

計られることを考える。

回ーか・t造H;車桀で地怕无作業と、下刈り作辎□,砌非〇当たり人工枚と、1人1日硼価

図ー5 紹林局の幸”生産忙おける労勘生夜性

(昭引3 8年度灾績、な営、トラック、
ゝ厩込、トラック避讨工程は含まず)

注)A細・微中心の作業球系列

Bトラック中心のク

°人力・寄力中心のむ
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回ー 4 各制の地痛作条i下刈作業のん増たり人工故

(昭和3 9年度実絨)

-108-

を整理したものである(略は林野时興:徳林機械作業における作蛔a調査報告氮 

昭和4 0年5月、PP .18 5〜18 8 )。機械刈と人力刈とに区別してあろ力・これから 

全般として、极械刈を積極的に取入れて行くベ甚冇利在地域と、余り灿果を期得できない地 

域とある。

2)民間林菜における労働生産性の侦向

本由;は昭和4 0年9月林野庁蘇林ta合課にふ、いて、林野事案保労搭組・炀調査を行な 

ったW(□から聞しな治、したものである。

建づ保君面積(部束体か笹理している保徊t侬または管腳幾としている涂^)の?相 

区分・と、労働生峦性との関保をみたのが図ー 5〜図ー 9である°図ー5が素材生産(含間伐 

生工保)、网一 6が地推;し、図ー7力:植付、8が保:ft•(地捨え、櫥付以外で当年1年 

間に紡した)、そして図ー9力:地疳,<し作業から塚育終了までの丨れ当たりに要した全人工 

阪の推定であろ。

図ー5のな材•生産ほ林相,生産形域 使用機棟類などすべて込みにしたものであり、また 

選材工叔(トラック積込»トラック派材)まで倉んでいる。素材生産に玉、ける労働生産性は 

平均値をとると、小面積聞の由梨体も、大面粗保右の歩案体も、冋じような生盧能力であ 

ることを示す〇

図～?の例榊門におけるね当たり人工他么大面穢保有の愤你になるにしれがって少 

ない列的力ほなっている。これは機顒はどの導入がナすんでいるためなのか,あるいは大 

面從保なのた治心")な手数をかけられなくなっているためなのか、理由は明解に分析で$ 

なかったが、とにかく大面谀保有榇ど揚械力を倜寺しているのは皐突であった。

次に同一・判を、震林続計上の地域区分にしたがって室理し・てみると図ー1 〇〜図ー14 

カ购られる。

図ー1〇と、さきの図ー5の国有林の負料とは讴接相対するに若干の鎌はあるが(これは 

間伐生産エ埸や巡材工程の部分力:、国有林資料には含んでいないが民間資料には入っている) 

参湾・程度にt」比してみることは右iS哉である。すなわち、図一3の国有林資料は、すべてチ 

"ン詫ーならぴ大・中型無村槻あるいはトラクタを使用した生説鯉力で«,り、民間林英は大 

方が人畜力を主とした生棒能力であるのにかかわらず、次の快見がなせる。

做状枠と平均値とから、北海道、覗弗 近濫九州の地城W:髙い能力を示していて、そ〇 

他の地絞は大凡1人日/1噸をさしている。国有林の职"は、迎材工程の労働最の磁と 

して〇«15〜0.25人日/紀ほど加算してやると、秋田局の人工牀でな民間と大体同じく

-1 09-
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図ー15 民間林荣における紙野脚係の1日収褂賃金
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図ー1& 民間林条にむける造林閲係の

1日収得夂金

(昭和5 9年腹夹扱)

生産性は1人日/1就である。帽本局は生産性が尚くて〇•6人日/1就 裔知局がQ8人日 

/1就くらいになるのではないだろうか。天漏体においては、北海道が〇•5〜0.8人日/ 

就 長野、緝率、咨知各局の生淺性も大体その辺に落治くものと思われるが.ただ秋田同汨 

け拉平均値がやはり1人日/1就くらい«なるようである。はなはだうがった見方であるが 

秋HJ局の生産性と県北地域民間林業の生産性とは余り遂わないという現象である。

次星図ー15、16ヵ:男子1日の収得賃金を表わしたものである。伐出部門では、

の貸金が、伐採由係の負金より個人差が少なくて、全国的に比杖できるものと考え、回-15 

北 海 没 国

能

道 国 州東 能 山

25 0 0

2.。 0 0

1.750

1,5 0 0

1.25 0

1,。 0 0

750

500

250

ではそれを表わした。図ー16がifi林関係のものである。これら钦佥の傾向としては、林業 

仔な研究所研究捋吿「わ加鉗樑に!I、ける賞金水準の研究」(19 6 4、1〇 )におる傾向 

と大体世1通ったらので.もる。

2•えられた試険Q成果

1)プロ七ス・チャートの作成

現林地を作出して、Wし> 再びモの林地を仪採生産する過程をーつの育い瑟林工塌であ 

ると仮定することがで在る。このとき生疏全体の流れを分析、検肘するにあれってブHセス・ 

チャートを面くことカ;でなる。

’「ままで代找的民問林業地ならび技術体系がiまほ出来てtと思われるいくつかの国有林現 

地を鸠をして、これをプロセス・チャートによって•表わした。祇敏の齣で全部のものは裁 

せられないから、そのうちの2、3について掲敝した。

回T 7が天附也方林案としての能II」視林組舍心附る徊口睡!で、民問神案の一做 

を生産方式と思うものである。ただ、ここでQ特色は再造林地に:fc・いて、録上り瞄作業 

を砌しているということである。

図ー18は同武冽地方にむいて涸人的煥模ではあるが、土地生産力を爲める意味での密植 

他えを取入れ、千か形妆えの植付で、苗間が7 503の間隔となしこれが3年目でfig灼生理 

的にうつべいするから、下刈の省力化をねらいとし、間伐主伐沌には下草刈を行左って、 

伐採曲池疳ゆ意味をもたせるとともに 有機肥料として•役立たせる。しかして、地締は园桟 

通りだけ「鎌入れ」と称して4.5人/皿般の手数を掛けるだけである。この工程は、吉野 

地方や天龍地方の進んだ所の部分技爾を取入れ,一力・では通年神誌泌として林張を延長 

■・卜•るという改善策の盛込•まれたもので.ちろ。本図陆改善後の作巍工程であるということから 

図屑に« A F T E R ”として区別している。

図ー19は国布林の秋田局管内に好けるもので、刈払綴による伐保前地捂のはやくから取 

入れたものを用い、しかも、製品生湫湖わる染材手が交替で伐採後の監理地:搭をするとい 

う国有林就务としては先進的労務配姓であ・ら。优出部門においては、全卧での衆甘機による 

堡材・ならびトラックによる集材のほカ、従来の橈準材普通集材もしているという生産工程図 

である。

図ー 2 〇が国有林での人力故布による弟剤利用の工普図»図一21が大型i&林機械を利用 

した薬剤利用の球図、図ー 2 2が天然林広葉樹林における集材讓を利用した集積地招据よ 

って造林毋業との述携をはかった工程図である。
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2?ヨットワークによる投下人工以の毎出

林業の生産の埸は多既多棣の条件を甘受けしながらその条件世人為的ゴント”ールで・ 

左い不利に上って名現姫ごどの生强方式が存在寸・ることは由函で述ペたが,プロセス・I 

ートにも现実Q一摺を知ることがてきるのであろ。

これら条件と製造方式の組合わせを、何十年もの長城間にわたる生産であるから»よほど 

うまい管理手法を皈入れる•必"5Sがある。われわれは現森林を伏出して再ぴその材"を注出すろ 

直前までのプロジェクトに対しF ER T利用による・ットワークを疇入した〇とりあえ寸 

手敌を少な < して個粉に盗められる利点を生かした「節・以"k ERT」を用いた。ftp雄 

合P E R Tても改終策Q勘どころは•着目でなるし、投下人工故の機棣的笄出力呵能てある。 

木法から? ER T/C 0 S Tへの技術的移行なむづかしくはないp

P ER T米を本問宛にJ3用すろにあたっては考究を耍する点がある。弟1雑目はオーダー 

を優たり人工敖に捕える作奈である。製品生産事業関係にお、ける生産:プロセスの標準化っ 

進またいと爲隼人工坎i:不定であs とくに、世出部門の功程は通常1人1日の作業淵・ある 

いは1が舟たり人工殺となっているので、主作業についてはヘクタールの生産材海1に比例さ 

すことでも大差ないカ1副作業の人工を仙当たり行换nする埸舍の球算费役佃究整理ナん 

必要がある。

携2畚日は投下人工也の単位を用いた点,P E R T法を適用すると在、PER T法が崎时 

単位である主旨から外れることになる。しカ・し投下人工数を人工/1化というS当たりに阪 

定しているため、ひいては総所要日故として見側您えして林木生迎のProjectでは位・ 

究了の主伐圳は固定しているので、完了時間の短縮ではなくて、堆適・な梃合わせ下に会、ける 

投下人工と55用計算をすることに左ろう。

さ g フFセス・チャートができていると図ー2 3〜2 5のようなネットワークは手数は 

大凌であるが復雑左計算なしに組むことができる。図ー 2 3は］BU梯財柚! •合で行なってい 

る生堕工程を節易临合PERTを利用したネットワークに組んたもの。図ー2 4は図一13 

のプロセス。チャートによる密植植えを:PERTに粗んだもの。図ー2 5は図ー19のRロ｝ 

祢での生窗工程をPER Tに組んだものである。その他牧・省略した。

ネットワークから各作秦の組<tわせにおける投下人工救を表にして1とめたのが衣ー1〜 

6 %でである。例克ば表ー!で衆大工数(裂品材菽2 8 〇朮の現森林を生漁して再ぴ"年 

主仪直前段でIて投下され韋a当7ヒリ膨所要人工敖)は6 21人で生花され、最小工数は

4 6 3人で生産できる。作業方法によって現状のままで和15 8 A©fe縮カ可値左のであら“ 
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&一1にれ21通りの粗合わせ下にのける完了エ欲を敬せてあるが、このほか実に12 〇通 

リの攻が「せが老えられ・らのでるる。ー森林根合の生跡溯Kわいてさえこれだけ多くの作 

架法をとっているのであ.ろ。聞にはこのうちの何通りカ职地に応じて選択されている°で 

ある〇

茂一 5で、表ー1の小規模機成利用による民間林業と比べ完了工数がむだって短縮して左 

いこと、表ー5の中自体でも標準材と全啲採材とにめだった短食を見られないことなどは 

さ叫て説明した図ー5の秋田の実績例にXる反映と同じ常憩のためかと思われる3つまり天 

然休と人工林、機椭訪と位員の定式化などカ顷菠左課題となろう。

3>妃に投下された消費熟量

次に表ー?は服山村姦林組胜産工程に対する投下労働い(4叫て投下される泊費カロリー)

を策出したものである。我を耍約すれば、

人工林の製品に関する工程のメニューとして、たくり伐採またはけづり伐採在とり、巣 

材機または索道兀よる集材として、トラック運材するとする。このとさの換筒ヘクタールに 

投下した人工故は2 0 0-5 4 〇人ヘクタールに投下された消攻カロリーは49万〜54 

万カロリーとなる。

造林的係にあっては、A’級地の開伐を4回実行して、ヘクタールに2 6 〇人工かかり、投 

下された紹清蛟カロリーは5 7万力ロリー禄どとなる(ただし、育苗囲係は一切含んでをい)〇 

旧城版C級地は:ヘクタール約210人工かかり、临消費カロリーは4&7万力ロリーであ 

る。ただ地樹作業を実行する地域にあっては、人工敌で2 0人前徳带費カロリーが5万力 

ロリー任ど力此?することになろう。
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表ー1 胞山村森林粗合に磨ける林木生産工程と投下人工敖

(が岡県碗时迪山村(咆•41.7勰裂)

ユニブト 
(UniTl

フロート
(Float)

完了エ政 短縮できる 

人工敌 

(AElZfa)

備 考主な る 工程 (Arrow Dlueram)
工娜

(AH加

I
(最大)

U>
(最小)

Rb
(废大)

委託契約ースギ。皮剝伐誅——木馬出材(1回道)一迪材ー植付一手入---------間伐(A級)一主供

(同用材積2 8 0局/血) (スギ4孑本®) (4回) (35〜40年)

『 ースギ。たくリ伐会 一索尚出材------------〇——植付一手入--------- 間伐(B級)ー主悅

(50 0—800m) (下刈【辻年1回刈)(3回)

クー " ------罪遊出材 。—植付一手入---------間仅(A扱)ーク

(50 〇〜8 0 0田) (下刈は年1回刈)(4回)

ースギ•皮剝伐採----- 次馬出村(2回迪)ター植付ー-手入ー------flljfjt ( A級)"

4 3、6、7, 5, 

81、I 6

7、5、81、16

69

6 2 1

4 6 3

5 1 2

5 52

〇

1 5 8

1 〇 ?

6 9

育苗関係の人工攻は含まず。

皮剝伐採における杉出 

人工故は含まず。

間伐は出材を架斜・機又は穽道 

によるらのとする。また逑材 

までの人工敎を含<むa

A枷也の主伏時の件+椒

IV 〇 " -----瘡防隨(小型) 〇 〇 燃 〇 〇 82 5 59 8 2 5 7 〇朮/如

V 〇 〇 ------柴材機•索泡速用 タ タ ク う 令 1 5 6 0 6 1 5 B、。県峽みの主代時の鈴

VI " " -----索道出村 "〇» » 令 81 5 4 0 8 1 •甘秋

W ク ースギ・たくり伐_木馬出材(1回道)ク タ" や 歩 16 6 0 5 1 6 370紀/か

範 ク ・ ----- * < 2 回通)* * ・ ・ 〇 "、1 6 5 5 6 8 5

IX ・ 學 -----柴材機(小座) ク 〇 ク 〇 タ 82、16 5 23 9 8

X
! X!

XH

" 令 ----集材機。索道達用 ・,"" 〇 ケ

ク ” ——索道出材 Q " Q 〇 う

* -スギ・けずりむき伐採——木馬出材(1回道) 〃 。 ・

15. 16

81、1 6

1

5 9 0

5 2 4

6 2 0

3 1

9 7

1

xm -> 〇 ー 4 ( 2 回道)'・令 Q ❖ 6 9、1 5 5 1 7 〇

XIV ・ 令 —集材披(小型) 。 " ク 令 〇 82、1 53 0 8 5

XV 〇 な ー輸機・^im用 "〇。 む & 15.1 6 0 5 1 6

XVI 
xvn

, 〇 一索道出冴 。ク" 〇 タ

〇 ーヒノキ•伐倒・皮剝——ネ馬出材(1回迫)や 。 § 々 タ

81、1

1

53 9

6 2〇

8 2

1

xw •・ り ------ * ( 2 回道’)"クO f, ♦ 6% 1 5 5 1 7 〇

XDC ク タ ---集材槻(小型) ク ク タ , 力 8 2、1 5 3 8 B 3

XX > 〇 —集林槻・索道鏡用 す。タ ・ 令 15» 1 6 0 5 1 6

XXI
•

以下っ

ク ・ —索通出材 "。" 〇 〇

づいてB級地、C級地と、それ心?淋手入関係での作菜法の違いの組含せを全部つくる〇この色かに12 0通りできる。

81、1 5 3 9 8 2

-1 39-



亥一 2 R氏所有山祢林本生荏工程のヘクタールに所右する完了エ杖

浙木限日光市(B3 41.2 •敵)

ユニット 主 な る エ 觸

完 了 エ 救

市場着

人"a

育苗工数(11.50呻 

生産所耍人工数)i 

カ眈档合

Ig)

11(版、) 

n
cBm)

IV

(〇婉)

人工林•スギ-----------伐 採---------集 材ー避 材一鏡入れ-----------辙 付--------- 手 入一關伐(A紐)一伐(A)

(利用材秋3 0 0就/&:)(チェンソー)(小型) (面積の5 Q %)(か11.50怀) (5回 (5 0年)

〇 4• ・ "O ・

(下刈3年で打b

切り補植告略)

〇 点 。,令---------手入•一間伐(B級)一B嵌主伐

(B牧管理)(4回) (55〜4。年)

・ 〇 。歩ク 〇 --------- 手入一間世(B級)ー。救主伐

(〇級曾理)(3回) (3 〇〜5 5年)

7 6 5

7 3 4

7 0 5

6 4 9

8 5 2

1

8 2 1

7 9 5

75 6

-1 41r



炭ー 5 僕採筷地拆作業を取入れた1豚生産工程のヘクタールに所要するユニットごと 皖 了エ攻

(注)完了工数の中に次の作業の人工耿は含んでい左い。 育苗関係 茁检撼(苗加より现地までの)•第有临 トラクタの現地までの機械脸に暖した人工敖〇

砌楠林碧地位:2停(昭4 〇. 9 .調製)

ユニット 主 な る ! 租

完了エ敌
短縮できる 

人工数 

(人日/ね)
山元処分

(人日/ね)

貯木場処分 

(人日/如)

1(缺) スギ造林^-------------- 仪採前地誇ー全幹集材(2段)—— 淄材一»---- ー翌薪一準個®SI地排一手入(下刈7年)----間伐!(3回)——主伐 4 8 4 5 5 5 〇

(卒拥材・秘2 5 〇就/(刈払櫻)(大型) —— (トラクタ) (下刈は刈払槻) (含述材まで)(55年)

H ク 校 6 -------- -•以下同じ 4 0 4 4 5 5 6 〇

n * * ♦ 令 4 0 8 4 5 7 7 6

IV 0 尋 〇 ク 5 9 1 4 4 0 9 5

V „ 一伐木造材一普通材集材---------- •運材、----- •製薪一滲備地捂一以下冋じ 4 0 0 4 4 9 8 4
\n 〇 ___ fV择的协祷ー仝・奴W ラ敦、 L 夕"— ____枷卩間有く下刈4な、一Lrriair 3 7 1 con 4 ノVi 

vn

• —ちT ・刖淄少r 王甲ド久”〇 1ス以ノ----

令 , (1皆、____ 以下同じ

irwl 5^-H>kb^lr-------応 。匚怀冃 V •ハリ I T- ノ ス「！uj し

〇 1

D Z U 

4 4 n

1 〇

p X

四

ゝ • t< j

・ 〇 (小型) ク

* 1

3 9 5

•• 〃 u

4 4 4"

T Q 

8 9

K 0 * (トラクタ) 〇 5 7 8 4 2 7 1 〇 6

X 〇 。 (2段)—— 迎材.------ 岫枝条存明也締ー" " 4 6 4 5 1 5 2 〇

XI + 〇 (1段)—— 以下问じ 3 8 4 4 3 3 1 〇 〇

xn 令 〇 (小型) 令 5 8 8 4 5 7 9 6

XM 。 〇 (トラクタ) ♦ 5 7 1 4 2 0 11 5

XIV ・ 孝 (2段)一 »r------- 壤祇ー働地疳 —— 手入(下刈7年) 〇 4 7 5 5 2 4 9
XV * * (1段)—— 以下何じ 3 9 5 4 4 4 8 9

XVI な 〇 (小型) 5 9 9 4 4 8 8 5

xvn ’ 〇 (トラクタ) 5 8 2 4 3 1 1 〇 2
XM3 ・ 〇 (2段)---- 湘.------ 灿ー枝嚇如邮ー。 ・ 4 6 8 5 1 7 1 6

XIX 〇 。 (1段)ーー 以下网じ 5 8 8 4 5 7 9 6
XX & "(小型) 3 9 2 4 4 1 9 2
XXI

— •-——
を ・ (トラクタ) & 3 7 3 4 2 3 11 〇

-1 43-



担一 4 先行葵剤散布(人力敌布)の嘶に上る:|林生業工贫ノヘクタールに所要するユニットごと完了工敌

K原’営林« ( 。 .!〇 •测製)

ユニット 主 左 る ! 程

完 了 エ敌
短疝で世る 

Alft 
(人日/S)

山元也分 

(人口/れ)

貯木場処分 

(人日/ね)

1(最大)

(蔚負)

天。針広林(ヒノキ7 0园)-；誤剤放布一 

(利用材・認3 Q 0紀/か) (圖・物)

-全木果材----------

(耐機)

•巡材------

(トラック)

枝条整理一秋植-------手入——問保一主伐(35年)

(含火入)(カラマツ) (1回)

2 5 2 2 9 8 〇

n

(請負)

分 — 普通呻れ果材… 

(朝披)

建讨—— 以下同じ 23 7 28 5 1 5

m

(直営)

今 & ---- 錄集材----------

(集讨機)

遂材------ —。ー 2 4 Q 2 8 6 1 2

IV

(直営)

〇 0 ___ 做gれ耐ー 

(蜘機)

整理地捂—— 

(火入なし)

2 2 5 ヘ r •---------- & 罚!・• f以「冋し

(カラマツ)

2 7 1 2 7

V 

(劉負)

* 全木集材----------

(姻・オ機)

以下同じ 2 4 7 2 9 5 5

VI 

(講負)

ク 〇 晋通枷"集材 

(索材機)

〇 2 5 5 2 7 8 2 〇

W 

(直営)
♦ 2 5 5 2 8 1 1 7

園易小)

(贏営)

必 普通・材採材•桀材 ❖ 2 2 0 2 6 6 5 2

IX

(従来)

ク — 伐木础・一 累材ー運材一 刈&骚理地騎:—春植一手入。間伐一主伐

-14 5-



& - 5 芝作::也｛:景号利用した林木生産工程Qヘクタールに所耍するユニツトごと完了工数

诙山営林必(昭4Q.10 .詡嫂)

ニニッ I- 主 左 も X 程

完 了 エ故 短をできる 

人工放 

(人日/3
山元処分 

(人日/如)

貯木場処分 

(人日/如)

1(妳) 広"天(ブナ7 0 0)—— 

(m w 2 〇 〇"“)

死か・ 谷・伽壮 運坊------

(トラック)

•枝条靜-----枫付------

(レーキド-ザ)(カラマツ)

一手入•間伐------------

間伐1回、含迎特
( )
下刈は刈払機

ー主伐

(4 〇年)

2 3 6 2 5 5 〇聚“リ皿仲----

(ウニモク)

-发不甘5J-------

(翩・槻)

H 〇 〇 わ

(トラクタ)

以下同じ 2 〇 1 2 2 0 5 5

皿 〇 ゆ 〇 ー

(多渤橙)

•迎材------

(トラック)

枝条管理——

(レーキト」ザ)

ー檀付——

(カラマツ)

漿剤使用。間伐-------

(動・粉)(間伐1回)

•主伐

(4 〇年)

2 2 3 2 4 2 1 5

IV (最小) ク 〇

(トラクタ)

以下同じ 1 8 7 2 0 6 4 9

V(溉) 〇 林痢——・地持・火入一 迎材------ _ 4注______ 手入•間伐----------- ー主伐 2 6 0 5 0 7 Iに対応他 VJ

(注)育苗閉係の人工故,仮植地までの苗木祠擒 或地・まで逾按人工敌含まず。
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表ー6 末木枝条弓席し作業を取入れた林木生産工・のヘバールに淅翌するユニハごと完了エ敕

松山営林・S (昭41・5 .調製)

ユニット 主 を る ! 程

完 了 エ故 轻縮でさる

人工以

(人日/3

山元処分 

(AU/4a)

貯木・場処分 

(人日ノね)

T 天海(ッガ? 0¢)——•伐米抵!オーー粟甘一 尤大枝釜引溶し------------ 一地 排——•植 付——•手入•間伐一主 伐 2 8 7 5 3 5 〇“・る、^^ゴヘフiri!レ I一 ’

(利用材積2 7。就/侦) (ツーマン) (2段) 集材機速館手1. CM。/日

他の作菜貝は白宗薪採取

(2 〇人/") スギ 

ヒノキ 

和4千本

間伐は1回 ス

含運材まで ヒ

4 0年

5 〇年

H 夕 ❖ — 應林一 末木枝条引落しー 力 〇 〇 .♦ 2 2 9 2 7 7 4 8

(1段)

m 个 〇 ー 樂材- 照 権____ 植 付----- 手入•間伐ー 主 伐 2 4 1 2 8 9
ITに対応・

g) (1段) (3〇〜5 5人/4a) (*) (恒!±) 哥!±)

・ 集材檢を貸与して末木枝条を採原させることにより13入日/Mだけ直接人工は波少する。

(注)育苗関係の人工数、また仮植地やでの苗水の運搬、現地まで集材機の5S!般人工故は含まず。
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表ー 7 將山村推林組合の投下労働量

仕

工 程

AIZ仏 
k当たり利 
用材我„ 
2 8 0郁

れに投下 
される沿教 

カロリー

摘 喫

備 考

事 Ual/nf A/紀 組人或

仪

木

造

•村

匕ノキ伐倒砌・一曲玖ー検知 

スギ皮剝伐造ー。ー。

スギたくり伏造一尊-> 

スギ打づリ伐ifi-" -*

1 5 &5

1 5 9. 5

1 4 3. 5

1 5 &5

3 4 4. 0 〇 〇

3 4 2.0 〇 〇

5 11.50 〇

3 4 4,。 0 〇

1,2 3 0

1.2 2 0

1,11 〇

1.2 3 0

Q5 7

0.5 7

Q5 1

0.5 7

手铝1人組

〇

〇

任

杉皮を販売する。

冬烟以外の一段的方法 

冬ぬ間の伐採法

鄭

械

哪機一索道挪牌

(偌延長1〇 0 D m)

集材槌(小型)集讨 (5 DOm)

糊谿材 (5 ODn)

木馬!舗(1回道) (6 0 0 3)

市馬哪(2回田) (6 0 0 m)

1 5 1.0

8 4.0

8 4.0

1 6 5,0

9 6.0

2 4 0. 8 〇 〇

1 5 0,2 〇 〇

1 5 a 2 0 〇

3 8 1,2 0 〇

2 2 8, 0 0 〇

8 6 0

4 4 0

5 4 0

1,3 6 0

fl ! 〇

0.5 4

0. 3 0

a 3 0

0. 5 9

0. 5 4

5人1虬集材根で材が集准った 

ふ次に索道で遡材する。

3人1組

3人1粗

1 A

1人

個人持山を通過するため 

架線における伐開作業E 

’めったにない。

連 伐 トラック眦ー迎材< 2 9Km)

(1日2回)

3 2.0 5 2. 2 0 〇 1 9 〇 〇.11 迎転糸助手 手秘法に上る

造

A

級

地

槌付(4. Q 〇。本枇)一下对(1回刈)一つる切 

ー除伐一朋找く』回)

植付(4, 5 0 0本棋)一下刈(2回刈)一つる切 

ー除伐一間位(イ回)

2 4 6.5

2 6 1.0

5 3 1,8 0 0

5 6 7. 7 0 〇

地将作漿のないのが特故 

また枝扣•作業もなし。

〇

林

B 
殴 
地

枇付(4. Q 〇 〇本植)一下刈(2回刈)一つる切 

ー除伐一間世(3回)

2 0 9.0 473200 ■
〇

WC 4.0 〇 〇本仙)エ下刈(2回仪)-つる切 

ー除伙一閥伐(3回)

2 1 5.0 4 5 Z1 〇 〇

-1 51-



4.こん二の問蹬点

あらゆるもの力书理化されたものでなくとも、現行Q個別坡此をう唾くホットワーク化して、 

それをある祝点からみて体系化していろ力、もし < は体系づ【坷说明が付けば、そもって宅灯 

理とし・吹洒化をはかろうとした©である。しかし次のような貸料不足または研究不是かあっ 

て、これを今後の問超点と左し横息的に取上げてゆかなければならない。

1) 桃％の地域性、径は規临 生産故悅別分類の睑爲:皿国g林は水平吟巨分做ひ5<またが 

っている的係上、项條、增衣钩、地舟資牌.などの墓村な与件によってな型をあらかじ均栓索 

すろ。

そして、どの上うな休系がベス】•である丸・は経営の若かれた条件によって大世く異なるから 

性営繊模、生席・敎说規［爻のベースをどこにおいて分初するのが至!うで必・研究する芯勵〔缢

2) 標準功程證立と自然的条件の係政化:林樂の白な的ないし環境条件の多く、しかも人為的 

に村ンEr/Cきない騒明にあって、これら条件 g 故化と滅功程の数筮化は大凌であるが 

いかなる招過・ンステムも株準功程は不可欠左婆訊である。これがかたまらないと技術休系も槻 

陀的に発狎できない。

3 )体系技術の径苗的詳価: 育林工程まで一貫した詳木生對痢として取上けてゆく上に、

長期祝点でみーこ叫くものと、S1M点でみてゆくものとを区分十る。例・!しば机件本数などは接 

期的电地にたっと、長阴は择爾!・郭にのらないのであるが,これに対し詳価が短期的にZIて 

はできない技澈tなSoせた、玺品生谜の原価混算に見合うものとするための育林函保はどう 

’るか研究を耍寸る。

4) 技3洲:系とシステム化: とくに国有林における作案者の!0飾の間既 涌年屈傭Q岡故な

ど生窪性をおとさないで袞成し得るような技術体茶がのぞましい〇

5) 咔菜撫械化の条件: わが国の山岳林にあっても林演の作業牡ですます期戒な中心とした

生座工和の流れにある。とくに国相木での集村・權の発展は目ざ・しいもの力Lある、にもカ,かわ 

らず、集材線と來材面豚 材積;劉作業の割合など地汎 術兄との図連の分析、その他林業機 

域ー駛此も及んで生産性、稼働率,作梁出flなどの宙刖ないし基啊匕を針ってお、く必翌がある。

(公刊>

渡部庄三郎:連けい作業と新しい工程筒理の垠入れ方、スリーエノ、•マガジン.№7、日 

本林案钢査会.(1966)
渡33旧郎•辻幽五•石井邦彦:林ホ生産工程の會理化に関する所死 第7 8回臼・法大会 

酒、(1 9 6 7 )
波部庄三郎:林木生産工程の合理化に関する研究、林業牌習所貸料v (昭4 2.5).
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